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はじめに 
 本校は、今年度４月から「ＩＣＴ利活用授業研究推進校」に指定され、３年間の研究主題を「新学習指導要領『３つの柱』の
育成～ＩＣＴ活用による個別最適な学び・協働的な学びをとおして～」、令和４年度の研究テーマを「ＩＣＴを活用し『主体的
に学びに向かう力』を育成する」と定め、日々の授業をフィールドに研究を進めてきました。 

 すでに、同窓会の多大なるご協力により全ＨＲ教室にプロジェクターとスクリーンが設置されており、さらに今年度は創立 20
周年記念事業の一環として、選択教室への設置やアクセスポイントの増設も行い、研究環境を整えることができました。 

思えば、昨年度の「オンライン授業」は、教育活動におけるＩＣＴ利活用を大きく前進させるものでした。さらに、今年度の
１年生から導入された「１人１台端末」によって、授業のみならず、生徒個々のニーズに応じた学びを発展させる可能性が広が
り、各教科で様々な教材が作成され、実践を重ねてまいりました。 

 また、８月には、校内でＩＣＴ研究プロジェクトの教員が講師役となり、受講者のニーズを踏まえた３つの会場で、Google 
Workspace研修を行い、教員の個に応じたスキルアップを図ることにも取り組んでいます。 

そして、11月の公開研究授業では、７教科の代表者が授業を実施し、教科の特性を生かしたＩＣＴ利活用の実践を共有するこ
とができました。 

この報告書は、今年度の取組を整理し、生徒のＩＣＴを活用し『主体的に学びに向かう力』を育むことにつながったのか、ど
こに課題があったのかを検証するものです。 
 各教科のさらなる授業改善、２年目の研究に結びつけることができればと考えています。 
                                                 校長  戸田 崇 
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第１章 ＩＣＴ利活用授業研究の概要  

１－１ 研究概要  

 

本校は「令和４年度県立高校指定事業」の一環として、令和４年度から６年度までの３年間において、「ＩＣＴ利活用授業研

究推進校」の指定を受けた。そこで、令和４年度の入学生より新学習指導要領の実施、そして「１人１台端末」というように 

ＩＣＴ機器を日常の授業において使用する機会も増えていくことが考えられることから、軸となるテーマを「新学習指導要領  

『３つの柱』の育成 ～ＩＣＴ活用のよる個別最適な学び・協働的な学びをとおして～」という形で設定し、研究を進めること 

とした。以下は、３年間を通して行う本校の研究テーマにおける目標、研究内容である。  

   

【３年間の研究内容】 

・本校のグランドデザインによる育てたい像 「社会で活躍できる実践力を有する生徒」  

→身につけさせたい教育活動の一つ「ＩＣＴ機器の活用」  

・ＩＣＴ機器の効果的な指導法を研究し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」をとおして教科を越えた組織的な授業 

改善を学校全体で取り組む  

 

１－２ 目標の設定  

（１） ３年後の目標  

 

①授業で自ら課題を見つけ、ＩＣＴを効果的に活用しながら主体的に課題解決できる。 

②これからのＩＴ社会に貢献するために必要な知識や技能を身についている。 

③自分で考えたり他者と協働したりしながら、課題解決に必要な思考・判断や表現をすることができる。  

＊新学習指導要領における３つの観点に基づいて設定している。 
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（２）  令和４年度の目標  

「主体的に学びに向かう力」の育成 

今年度の目標は、３年後の目標①に

あたる「授業で自ら課題を見つけ、Ｉ

ＣＴを効果的に活用しながら主体的に

課題解決できる」力を育成するという

点に重点を置き、研究を行うこととし

た。これは、学習指導要領の改訂にお

いて重要視され、掲げられている「主

体的・対話的で深い学び」や新たな３

つの観点別の力を実現・育成を目指し

て設定したものである。また、本校生

徒の現状として、「生徒による授業評

価」のアンケートにおいて、全校生徒

の半数ほどが「授業外でも学びたい意

欲はあるが、時間がなくてできていな

い」という回答であり、授業には真剣に取り組む一方で、家庭学習など、授業時間外の学習がおろそかになっているのではない

かという課題を設定した。以上２点の教育的課題の改善に対して、ＩＣＴ機器の活用が有効ではないかと考え、今年度の研究を

始めた。 

  

（３）  令和４年度の研究概観  

  上記の目標を達成するための具体的な取り組みは次のとおりである。 

４月 ・プロジェクトチーム立ち上げ 

（研修構想の作成） 

・異動者及び初任者向け研修 

（Classi・Classroomの使い方） 

10月 ・公開研究授業に向けた事前協議 

５月 ・生徒向け授業評価アンケートの検討 11月 ・公開研究授業の実施（詳細は第３章） 

６月 ・職員向け研修に向けた事前アンケートの実施 

・Classi活用方法の検討 

（進路指導への活用等） 

・他校への視察 

12月 ・生徒向け授業評価アンケートの実施（第２回） 

・次年度端末の業者選定 

７月 ・生徒向け授業評価アンケートの実施（第１回） １月 ・次年度端末選定業者との打ち合わせ 

８月 ・職員研修の実施（詳細は第２章） ２月 ・引継ぎ作成 

・次年度に向けての検討 

９月 ・職員向け研修の振り返り ３月 ・第３回テーマ別研究協議会（発表） 
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本校で使用しているアプリの紹介 

   
 

 

Google 
Classroom 

課題の受け渡しや管理をするためのウェブサービスです。作成したクラスのホームページに、生徒と教員間

双方向でやりとりが可能です。文章のメッセージだけでなく、ファイルや YouTube 動画、または自分で

録画した動画などの添付も可能です。 

 
 

 
Google Drive 

どのモバイルデバイス、タブレット、パソコンからでも、ファイルやフォルダの保存、共有、アクセスができま

す。安全なクラウドベースの共同作業プラットフォームで、ファイルの共有、保存、アクセスが簡単になります。 

 
 

 

 

Google Meet 

双方向型のオンライン授業では欠かせない遠隔会議システム用アプリケーションです。クラスルームに

登録している人か、招待されたゲストしか入ることができないので、セキュリティーは万全です。 

 
 
 
 

Google  
ドキュメント 

スマートフォンやタブレットから文書作成や編集できるアプリケーションです。ファイルを共有して、同じ

ドキュメントで同時に共同作業を行えます。 

 
 
 
 

Google  
スプレッドシート 

スマートフォンやタブレットから表計算やグラフなどを編集できるアプリケーションです。ファイルを共有

して、同じスプレッドシートで同時に共同作業を行えます。 

 

 

Google スライド 

スマートフォンやタブレットでプレゼンテーションの作成や編集をしたり、共同編集したりできます。1

つのファイルに複数のスライドを用意しグループに割り当てて活動させることでクラス全員が各グルー

プの活動を共有することが可能となります 

 

Google フォーム 

オンラインフォームでアンケートを行うことができます。自動的に結果を集計され、結果はスプレッドシート

に整理されます。質問に対するすべての回答がスプレッドシートに整理されグラフ化されるので、並べ替え

や分析が簡単です。 

 

 

JamBoard 

オンラインでのホワイトボードアプリケーションです。ブレインストーミングの補助ツールとしての利用や

タッチペンや指での描画、消すといった操作ができるため学習の視覚化が可能です。 

Classi 

「学校の授業・指導」「生徒の学習」のための、先生・生徒・保護者がつながるICTプラットフォーム。

授業・自宅学習の内容や校内のテスト結果などの学校生活における様々な記録を、Classiで一元

管理が可能です。 

 
 
 
 
 

PearDeck 

Googleスライドと組み合わせることによって、生徒に出されたスライド上の質問や指示文に対し

て、生徒が自分のデバイスで文章や絵などを描いて提出することができるようになるサービスで

す。生徒の答えをプロジェクターに映し出して、みんなでその答えについて話し合ったりすることが

できます。 
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第２章 取組み１（職員研修） 
２－１ 職員研修の目的  

・ＩＣＴを活用した授業実践の方法を習得し、共有する。  

・より効果的な授業を実施するための方法を共有する。  

・公開研究授業に向けてＩＣＴを活用した授業方法を共有する。  

・ＩＣＴを効果的なタイミングで用いることで、生徒の学習への意欲を高め、『主体的に学習に取組む態度の育成』を目指す 

授業実践を検討する。  

２－２ 事前アンケート 

職員アンケートの結果で分かったことは以下のとおりである。  

・基本操作方法に関する研修を求めている教員も一定数いること。 

・授業の際にＩＣＴを利用している教員が８割を超えている。  

・詳しく知りたい機能の中では、最も多いのが JamBoardに関する研修である。  

・授業の中で効果的な使用方法を共有・検討していく研修を求めている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの結果をふまえ、プロジェクトチームによる研修会の方向性を検討したところ、以下の３つの研修から、 

教員が希望する研修を選択する形式で研修を実施することとした。 

 

部門１ Classroomの活用方法について（初級編）  

部門２ JamBoardを活用した授業方法について（中級編）  

部門３ Pear Deckを活用した 1人 1台端末での授業について（上級編）  
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２－３ 職員研修の実施  

【前半（20分）】  

・全教員を対象とし、部門１～部門３に分かれて、教科の特性を活かした研修とする。  

・ＩＣＴプロジェクトチームの数人が、実践事例の紹介を行い、その後操作や準備の説明と演習を行う。  

・記録を残しておき、後でアーカイブとして他の部門の内容も見ることができるようにする。  

【後半（30分）】  

・ 教科毎に集合して、研究授業に向けた協議を行う。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－４ 今後の研修会について 

  より多くの教員が抵抗なくＩＣＴ機器を利用した授業を実践できるようにするために、今後も職員アンケート等で 

どのような研修会が必要かアンケートを取り、実施していく。  
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 第３章 取組み２（公開研究授業） 
３－１ 公開研究授業の目的  

・ＩＣＴを効果的に利活用する各教科の組織的な授業改善を図り、生徒の主体的な学習活動を進める機会とする。 

・研究授業を公開し本校の研究成果を普及・共有を図ることにより、県立高等学校等の教育活動の充実に資する。 

３－２ 公開研究授業のテーマ 

・ＩＣＴを効果的に活用し、生徒の学習意欲を高めることで、「主体的に学びに向かう力」を育成する。 

３－３ 公開研究授業の実施と実践モデル 

・７教科（国語、公民、数学、理科、保健体育、芸術、外国語）で公開研究授業を実施。 

・１年生７クラスを対象（１人１台端末の導入学年のため）。 
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３－４ 公開研究授業後の研究協議（分科会、全体会） 

テーマに沿った取り組みや生徒の活動についての研究協議を教科ごとに行った結果、以下のような意見があがった。  

（１）国語（現代の国語）  

・グループ毎に JamBoardを用意したことで、各グループが意見をシームレスに入力できるのは、プリントでは不可能なこと

で、「ＩＣＴの効果的な活用」になっていた。 生徒が主体的に取り組めるように、先生は極力アドバイスを少なめにして見

守り役に徹していたのも良かった。   

・生徒にアンケートを取った上で、授業づくりを行ったという点では、生徒の学習意欲を高めることができたのではないかと 

思う。 研究授業（３時間目中の２時間目）では、JamBoardを用いた。意見共有の場面で用いるのに適していると感じた。 

同時に作業ができるという点も JamBoardの良い点だと感じた。 

（２）公民（公共） 

・1人 1台端末だと、そもそも教室の風景が違うように感じました。授業で表現できることが広がりそうだなと感じました。  

その中で、スプレッドシートを用いた授業の方法として 1つの形になると思いました。 振り返りも Googleフォームで 

教室全体で意見の共有ができるのがいいですね。  

・全員がゲームの趣旨を理解し、スプレッドシートを使いこなしていた。売り手はペアで話しながら取り組むことができて 

いた。買い手は、売価によって反応しており、価格は需給によるということを体感していたようだ。 

（３）数学（数学 A）  

・Google フォームを用いた素早い意見集約 ・スプレッドシートによる実験結果の記録 ・円グラフによる結果の表示などの 

点でＩＣＴがよく活かされていた。  

・スライドのアニメーションを活用するなど、視覚的に訴える工夫がされており、授業理解がしやすくなっていた。 

Googleフォームを用いることで集計結果がわかりやすく、自分の考えと他の生徒の考えの比較がしやすくなっていた。 

（４）理科（化学基礎） 

・Googleスプレッドシートで、生徒が入力すれば、計算結果が出るような式を組んでおいたのは、生徒も入力すれば答えが出る

ので分かりやすかったと思います。 また、他の班の状況が分かる仕様にしたのも一目で分かりやすく、取り組みやすかった

のではないかと思います。  

・実験結果を Google スプレッドシートに入力・共有することで、他の班の結果がおかしいことに生徒自ら気づくことができて

いたのがよかったと思います。  
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（５）保健体育（保健） 

・グループでの討議内容が、すぐにスライドとして全体にフィードバックされている点はＩＣＴ活用の長所だと思います。  

・ＩＣＴを活用しての授業展開で一人ひとりの見やすさの観点から Pear Deckを活用し、スムーズに授業展開ができていたと 

思います。 課題としては、①教員にいつ注視させるか。②机のキャパ的に Chromebookと教科書とプリントはどうなのか。 

③せっかく活用しているので前に立っているだけでなく机間指導しながら発問してもいいのかなと思いました。  

（６）芸術（美術Ⅰ）  

・クラスルームが効果的に利用されていた。生徒が作業に慣れていた。課題配信・提出までがとてもスムーズ。思考するため 

の時間が確保できていて、ツールとして使えている。カラーの写真に直接書き込みができるのがとても良い。コメント入力 

は JamBoardのほうがいい？アプリの切り替えは時間がかかるので、効果的な方法を探したい 匿名性、保存性がアプリ 

によって違う。  

・鑑賞がカラーでできる点がとても良い。Pear Deckで人の意見を見て、自分が考えを広げるツールになる。主題の実現の 

ためにＩＣＴの特徴をよく捉えていた。生徒がしっかりついていける活動になっていた。立体作品を３６０度みせて、 

立体への理解を深めても良い。ＩＣＴを使う場面と使わない場面をしっかり分けるとよい。画面に描くのとバルサに描く 

感覚はかなり違う。  

・紙媒体を使っていないところがすごい。鑑賞と Pear Deckは相性がいい。発表より文字にして意見を表現するほうが得意な 

生徒がいるから、より多くの意見が集約できる。   

（７）外国語（英語コミュニケーションⅠ） 

・生徒が積極的にＩＣＴを活用して調べたり、共有したりしていて良かった。グループの中で得意な子が苦手な子をフォローす

るなど、グループワークの良いところが感じられた。  

・グループになって一つのお題に対して協力することで、英語が苦手な生徒も巻き込むことができていたと思う。ＩＣＴを使っ 

て最初に表を埋めさせ、その後に文を作るというのは面白いと思った。  

 

３－５ 次年度の公開研究授業に向けて 

今年度の公開研究授業のテーマは、３年後の目標の①にあたる「ＩＣＴを活用し主体的に学ぶ力」を育成するという点に重点を 

置いた。Pear Deckや JamBoard、Googleスプレッドシートなどを効果的に活用した授業が見られた。今後、重要なことは、ＩＣＴ

を利活用し、学力の３観点の育成につなげることである。次年度のテーマは、「ＩＣＴを活用し、これからの社会に貢献するため

に必要な知識や技能の育成」である。他校に成果を還元できるように取り組み、指定校としての使命を果たしたい。 
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第４章 今年度の成果と課題 
４－１ 教員のＩＣＴ活用に関する意識調査から見える成果と課題  

年度当初（５月実施）に行った教員へのアンケート結果において、ＩＣＴを活用できない教員が一定数いる結果だった。しか

し、教員研修や研究授業での実践の共有を重ねることで、年度末（２月実施）のアンケートでは多くの教員がＩＣＴを活用した

授業を行っているという結果が得られた。また、教科別に結果を見ると「国語」「地歴公民」「数学」「理科」「保健体育」

「外国語」が積極的にＩＣＴを活用した授業を行っている様子が伺えた。 

 このように積極的にＩＣＴを活用する教員が増えたのは、校内研修が特に大きな効果をあげたと考えられる。教員のＩＣＴ活

用能力別に研修内容を変えたことで、ＩＣＴを活用することに対して抵抗感を示す教員も気軽に活用するようになり、さらに日

頃から活用している教員も新しい活用方法を学び、学校全体として「ＩＣＴを活用していこう」という機運が高まった。 

(図１ 教員向けアンケートによるＩＣＴ活用の意識変化） 

  

また、活用の方法としては、Google Classroomの情報発信やプロジェクターでの教材やスライドの提示などが多かった。 

このことから、生徒との「情報の共有」を意識した活用を行っている教員が多いことが分かった。次いで課題の配信などで、 

授業内外での生徒の学習活動を支援している教員も多かった。教科別にみても、多くの教科において、Google Classroomの活用

とプロジェクター等での教材やスライドの提示を行っていることが分かった。 

 

 

（図２ よく使用するＩＣＴ活用ツール） 
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また、ＩＣＴを活用した授業を行ったことで、生徒の主体性はどう変化したかという質問に関しては、「学習に取り組む 

姿勢が向上した」、「家庭学習や課題をよくやるようになった」等、ポジティブな意見が過半数を占めた。このことから、 

ＩＣＴを活用することに生徒は、より主体性をもって学習に取り組むように感じた教員が多いことが分かった。しかしなが

ら、変化を感じられない意見も一定数あり、ＩＣＴ活用の効果を実感できていない教員も少なくない。教科別に結果を見てみ

ると、特に「外国語」や「国語」が「効果を実感できていない」という結果になった。「国語」などは Googleのアプリが縦

書きに対応していないことなどで、特にＩＣＴ活用に課題を感じている。このことから、教科における特性も考慮した活用方

法や、効果を実感できている教員の実践を共有することで、より効果的な活用方法を検討していく必要があると感じた。 

（図３ ＩＣＴを活用したことによる効果） 

 

４－２ 生徒のアンケート結果から見える成果と課題  

生徒による授業評価アンケートは年２回（６月・12月）実施し、その中にいくつか追加の項目を用意した。 

まず、授業で楽しいと感じる活動、自ら進んで学習に取り組みた

いと感じる活動についての回答（表１）を見ると、12月のアンケー

ト結果ではＩＣＴの活用は 12％と一定数あることが分かった。この

ことより、学習活動の中でも、ＩＣＴの活用は生徒にとって主体的

に学習に参加したいと思える手段の一つになってきているというこ

とができる。 

 

 

また、ＩＣＴを活用した学習について、現状に近いものについて質

問（表２）したところ、「12月は意欲が高まり、理解が深まってい

る」が 30％となり、若干の変容ではあるが、６月時点の質問より４ポ

イント上がった。また、６月も 12月も約半数の生徒は「楽しく学習

できている」と答えた。このことから、「生徒にとってＩＣＴを活用

した授業が有効な手段の一つになっている」ということが言える。 
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学習に向かうモチベーションの質問の結果（表３）よ

り、多くの生徒がもっと学びたい意欲があることが分かっ

た。特に１学年においては、他学年に比べても学びたい意

欲が高い生徒が多く、次いで２学年、３学年と学年が上が

るにつれて、少しずつモチベーションが下がってきている

様子が伺えた。このことについては様々な要因が考えられ

るが、１学年は１人１台端末が導入され、他学年に比べてもより積極的にＩＣＴを活用した学習活動が展開されていることも一

つの要因だと考えられる。来年度以降も継続して調査を行い、２学年・３学年の結果を追っていくことで、より確かな裏付けが

できるのではないだろうか。 

ただし、主体的に学ぶ意欲がある生徒が多いのに反して、授業時間外でも積極的に学びたいが時間がないという生徒が半数程

度存在していることも事実である。本校は、部活動に原則、全員入部するということもあり、多くの生徒が放課後の時間を学習

活動に充てることが難しい。ＩＣＴ活用の利点の一つとして、どこでも自分の好きな時間で学習することができるということが

あげられる。こういった、ＩＣＴの利便性を活用しながら、生徒が限られた時間で効果的に学習をできるようなサポート方法を

考えていくことも、今後の課題となるのではないだろうか。 

 

４－３ 今年度の総評  

 教員が感じているＩＣＴ活用の効果と、生徒のアンケートからの声を総合的に考えると、今年度の目標である「ＩＣＴ活用を

通じて生徒の主体的に学びに向かう力の育成」については、一定の成果が得られたのではないかと考えられる。 

 ただし、生徒の「主体的に学びに向かう力」を計ることは簡単なことではなく、単年度だけでの評価は難しいと感じられる。

今年度の実践を来年度以降にしっかりと活かしながら、長いスパンでその変化を計ることが有効的ではないかと考えられる。 
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第５章 次年度に向けて 
５－１ 今年度の研究を振り返って 

令和４年度は「主体的に学びに向かう力」の育成に焦点を当て、ＩＣＴの活用方法を研究した。教員研修や研究授業での実践

の共有などを通して、ＩＣＴを活用する教員が増加し、生徒に向けて実施した「Googleフォーム」を用いたアンケートでは「Ｉ

ＣＴの活用」が主体的に学習を行えるためのツールとなっているという結果は読み取ることはでき、教員目線でも生徒が主体性

を持って学習に取り組むようになっていると感じ取れた。しかしながら、今年度は「主体的に学びに向かう力」を Googleフォー

ムのアンケートの回答から図ったものの、その結果だけを見て生徒の「主体的に学びに向かう力」を判断することは難しいと感

じた。アンケートの内容が最適であるのかなど、生徒の「主体的に学びに向かう力」を判断するための方法を模索していくこと

はこれからの課題になってくると考える。また、今年度の結果だけではＩＣＴを活用することによって「主体的に学びに向かう

力」を育成することができるのか、効果的であるのかを判断することは難しいと考える。よって、今年度だけに限らず、ＩＣＴ

を活用し、生徒たちの「主体的に学びに向かう力」の変化を見ていく必要があり、ＩＣＴを活用しない年度との比較をしていく

と見えてくるものがあると考える。  

 学校全体で「プロジェクター」、「Google Classroom」、「Googleスライド」、「Googleフォーム」などＩＣＴの利用が浸透

してきている。しかしながら、教科の特性上、授業の中でＩＣＴ機器などが利用しづらい教科があるので、各教科の特性に応じ

たソフトウェアやアプリケーションを探していくことも課題になってくると考える。  

５－２ 次年度に向けて 「知識・技能」の育成  

 令和５年度は「知識・技能」の育成に焦点を当て、より良いＩＣＴの活用方法について研究する。どのような授業展開をする

ことによって、「知識・技能」の育成することができるかを考えていく必要がある。「知識・技能」の育成に向けて、Ｗｅｂド

リルなどの活用などが考えられる。また、今年度のアンケートの結果から「主体的に学ぶ意欲がある生徒が多いが、授業外で時

間がなくてできない」と回答している生徒が多いことから、授業外においては時間がない生徒に対して、どのように学習の時間

を確保させるのか考える必要がある。  
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おわりに 
県より３年間の研究指定を受け、令和４年４月に「ＩＣＴ研究プロジェクト」を発足し、毎週１回、年間 40回以上のミーテ

ィングを重ねてまいりました。 

この研究プロジェクトを中心に、教科を超え学校全体での取組をまとめました。各校の授業づくりの参考になりましたら幸
いです。 

ＩＣＴの効果的な活用の課題解決に向け、２年目の研究に繋げていきます。 

教頭  牛島 操 

 

 

 

【公開研究授業実践】 

国語（現代の国語） 親 跡  由 梨  教諭 公民（公共） 竹 村  俊  亮  教諭 

数学（数学Ａ） 蒲 谷 夢 真   教諭 理科（化学基礎） 永 井  良一郎  教諭 

保健体育（保健） 江 藤  季    教諭 芸術（美術Ⅰ） 井 關 麻  恵  教諭 

外国語 山 田   尚    教諭 
 

 

 

【ＩＣＴ研究プロジェクト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報告書デザイン・DTP】 

総務室   ＩＣＴ支援員   山崎  紀子  

〇保健体育 〇地歴・公民 〇数学 〇地歴・公民 
  活動支援Ｇ 生活支援Ｇ   管理運営Ｇ  キャリア支援Ｇ 
  新谷 俊介 武田 真史  藤田 翔  赤堀 勇斗 

〇理科  〇数学 
学習支援Ｇ 教 頭 研究広報Ｇ 

  喜納 悠大 牛島 操   伊藤 拓磨 
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